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10.10　東信新人体育大会　小諸高等学校　第二体育館10.10　東信新人体育大会　小諸高等学校　第二体育館

11.20～21　全国高校選抜大会・北信越大会11.20～21　全国高校選抜大会・北信越大会
富山・滑川市総合体育センター富山・滑川市総合体育センター

心を一つに 想いをつなげ！心を一つに 想いをつなげ！
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　大変に心配された東京五輪・北京五輪も無事終了し、

コロナ禍でもスポーツの持つ力と魅力を改めて認識いた

しました。しかし国内最大のイベント、国民体育大会で

は鹿児島国体の延期や三重国体の中止と２年続けて実施

されない異例の事態となりました。特に高校時代に国体

を経験しない世代が出たことは残念でなりません。今年

の栃木国体は是非開催してほしいと願うばかりです。

　さて、2028年令和10年開催の国民スポーツ大会長野県

開催が６年後に迫って参りました。今年度は中央競技団

体正規視察が行われ、中央団体（日本レスリング協会）

が小諸市を訪れて施設見学や小諸市及び県レスリング協

会からの説明を聞くことになっております。この様な社

会状況でも時は待ってくれません。皆様のご協力を宜し

くお願いいたします。

会長挨拶
長野県レスリング協会長　中嶋　則行
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佐久市レスリング教室クラブ　監督　吉澤　　剛

大会結果

大会結果報告大会結果報告

⃝大会名：令和３年度　第38回 全国少年少女レ
スリング選手権大会

⃝期　日：令和３年11月５日㈮～７日㈰
⃝会　場：熊本県 熊本市総合体育館
出場階級 氏　名 学校等 結　果
小学生の部
５年生　30㎏級 依田　尚樹 高瀬小学校

５年 準優勝

小学生女子の部
５年生　36㎏級 関　　若菜 佐久平浅間

小学校５年 ベスト８

⃝大会名：令和３年度　東京都知事杯 全国中学
選抜レスリング選手権大会

⃝期　日：令和３年11月27日㈯～28日㈰
⃝会　場：東京都 駒沢オリンピック公園総合運

動場屋内競技場
出場階級 氏　名 学校等 結　果

男子　38㎏級 依田　朋樹 浅間中学校
１年 ベスト８

男子　75㎏級 栁澤　温翔 浅間中学校
３年 ベスト８

⃝大会名：令和３年度　第27回千代田町近接少
年少女レスリング大会

⃝期　日：令和３年12月４日㈯
⃝会　場：群馬県 KAKINUMAアリーナ
出場階級 氏　名 学校等 結　果
中学男子
38㎏級 依田　朋樹 浅間中学校

１年 優勝

中学男子
57㎏級 依田　晴樹 浅間中学校

３年
優勝

（最優秀賞）
中学男子
75㎏級 栁澤　温翔 浅間中学校

３年 優勝

小学５年男子
33㎏級 依田　尚樹 高瀬小学校

５年 ３位

中学女子
40㎏級 浅川　　凛 浅間中学校

１年 ３位

※上記３大会の結果はすべて「佐久市レスリング教室クラ
ブ」所属の選手です。

所　感
　新型コロナウイルス感染症拡大により多くの大会が中止となる中、開催された３大会に出場し、改
めて選手が試合をできることの喜びを感じることができました。
　練習自粛期間もありましたが、フィジカルトレーニング、基本技術練習の徹底的な反復を中心に
しっかりとした強化ができ、試合においても各選手のオフェンス能力が向上していることが顕著に表
れていました。
　県外遠征ができない中、中学生に関しては県内の高校生との練習で強化を図ることができました。
この場をお借りして受け入れていただいた高校の先生方、選手に感謝を申し上げます。
　残念ながら本年度は小学生、中学生共に全国チャンピオンを輩出することはできませんでしたが、
全国トップとの差はかなり詰まっていると感じています。
　また、今年度は選手に栄養学の指導を徹底し、食事面において大幅に意識を向上させ筋力アップを
図ることができました。今後もレスリング技術、トレーニングに併せ「食事もトレーニングの一環」
という考えを選手、保護者に浸透させていきたいと思います。

全国少年少女レスリング選手権大会　準優勝　依田尚樹（高瀬小学校５年）▲
悔しさで笑顔なし　来年こそは全国チャンピオンに！

筋力トレーニング、
食事トレーニングの
成果▼
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県専門委員長　井出　真一

対　全国
　丸２年にわたる過去に例を見ぬ異常事態の中、令和３年度が始まりました。世界中へのコロナウイ
ルス蔓延状態から、Withコロナを掲げ大会が開催されました。高校生アスリートも、学級閉鎖、休
校、分散登校など練習時間も抑えられ、３密やソーシャルディスタンス、消毒などに注意しながらの
開催は制限付きのものでした。その様な中、いきなり４月のJOC大会（横浜）が中止となり暗雲がよ
ぎりましたが、東信・県・北信越大会、８月の福井（おおい町）インターハイ、全国グレコローマン
大会（滋賀　大津）が、感染拡大大防止対策のもと、無事に開催されました。東京五輪の日程の都合
で７月に全国グレコローマン大会が開催されましたが、県勢は上位進出はありませんでした。８月の
インターハイでは、学校対抗戦、上田西高校は１回戦で大和広陵（奈良）に６－１で勝利し、２回
戦、和歌山北を４－３で突破しました、３回戦は埼玉栄に１－６で完敗でしたが、競合に競り勝つな
ど収穫がありました。個人戦は、92㎏級三井（上田西）がベスト８に進出しました。準々決勝は２－２
の後取ポイントであっただけに悔いが残りました。「最後は足が動きませんでした」（本人談）１年次
に続くIH入賞でした。そして、残念ながら三重国体は中止となりましたが、秋へとモチベーション
を維持し、各新人大会は実施され、全国選抜大会へ駒を進めました。しかし、全国８ブロック中の５
ブロックは予選なしでの参加となるこれも昨年に続く過去に例のないものとなりました。３月の全国
選抜大会では学校対抗戦は、北信越２位通過のため１回戦から出場し、おかやま山陽（岡山）に７－０
で勝利しました。２回戦は丹後緑風（京都）に３－４で惜敗しました。この高校は３位入賞しました。
細部を詰めき切れれば銅メダルが見えていただけに悔いの残る試合でした。個人対抗戦では、県勢13名
が出場し、２日目勝ち残り５名と期待しましたが全国の壁に阻まれ４名が敗退しました。残る１名は
５位入賞し、準々決勝は完敗でしたが55㎏級高野（上田西）は、自分の特徴を生かし自力で表彰台に
上がりました。４月からの新シーズンにつなげて欲しいところです。

令和３年度　令和３年度　高等学校専門部　総括高等学校専門部　総括
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対　北信越
　令和３年度６月北信越大会は、福井県大井町で開催されました。８月IHのリハーサル大会という
位置づけでした。学校対抗戦では、上田西が準決勝で３－４で優勝校の志賀（石川）に惜敗し、３位。
個人対抗戦では、55㎏級高野（上田西）、65㎏級白鳥（同）、92㎏級三井（同）が優勝。71㎏級遠藤（上
田西）、美齊津（小諸商）、若林（上田西）が準優勝。51㎏級井上（上田西）、92㎏級白鳥（佐久平）、
吉里（小諸商）が３位になりました。女子においては、53㎏級菊原（佐久総）、57㎏級堀内（小諸）
が準優勝、47㎏級菊原（佐久総）が３位になりました。11月北信越選抜大会では、富山県滑川市総合
体育館にて開催され、学校対抗戦において上田西が４年連続優勝を狙いましたが、昨秋に引き続き志
賀に敗れ準優勝に終わりました。個人対抗戦は、55㎏級高野（上田西）、60㎏級角本（同）、80㎏級美
齊津（小諸商）、が優勝、55㎏級井出（佐久平）、65㎏級坂木（上田西）71㎏級倉崎（上田西）、92㎏
級白鳥（佐久平）が準優勝。51㎏級井上（上田西）、田中（同）、71㎏高山（小諸）、80㎏級堀池（上
田西）、125㎏級大池（小諸商）、若林（上田西）が３位となり、全国選抜個人戦に県勢13名が駒を進
めました。福井勢はインターハイが終了した年ですが、団体・個人とも脅威は感じられず、石川・志
賀高校が安定している布陣と感じた大会でした。年明けより冬に突入し、年末年始の移動やらの原因
はありますが、第６波の到来で各ブロック予選は、軒並み中止に追い込まれ、かろうじて全国選抜大
会は終了しましたが、この先はなかなか読めない状態となっております。

反省と今後の対策
　今年度、大会中止で、各高校実戦不足が否めない状態でした。遠征等不可能な状態が続いておりま
す。３月の全国選抜大会においてある程度の傾向を見ることが出来ました。感染予防・防止に配慮し、
早期の段階でコロナが終息しないと、次年度へ負債がずれ込むと思われます。強化指導より安全な練
習・大会の再開を期待したいと思います。

現状と展望
　例年と同様ですが、実施高校の部員増員は言うまでもなく、学校対抗戦４校確保、新実施校の開拓
を実現させていければと思います。また、全国的に見ても、社会体育・クラブチームと協力しながら
の強化の進め方が比較的安定していると思います。２巡目国体へ向けて女子の充実も含め、小中から
の継続者の環境、モチベーション等サポートする体制を考えていかねばならないと思います。
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新風を吹き込む
塩川萌々果

　令和３年３月から塩川貫太（北佐久農業高校卒・日本体育大学卒）と結婚し小諸市に住むことにな
りました、塩川萌々果と申します。私は出身地の三重県鳥羽市にあるレスリングクラブで４歳の頃に
レスリングを始めました。中学校を卒業してからは愛知県にある至学館高校・至学館大学で、大学卒
業後は社会人としてアイシン・エィ・ダブリュ株式会社に所属しレスリングをしていました。主な大
会成績は全日本学生選手権大会優勝、ゴールデングランプリ決勝大会優勝、全日本選抜選手権大会準
優勝、天皇杯全日本選手権大会準優勝、Ｕ23世界選手権大会優勝です。
　至学館大学・高校レスリング部ではオリンピック３連覇の吉田沙保里さんやオリンピック２連覇の

ニューフェイス紹介

リレーコーナーリレーコーナーリレーコーナー
長野国体に思いを寄せて
下平富士雄

　1978年に「第33回長野国民体育大会」レスリング競技が、10月16日から
19日にかけて小諸市総合体育館で開催されました。私は成年の部フリース
タイル84㎏級に出場し、地元（地域の方や家族・教え子　等）の声援の
なか緊張と期待に応えられるか不安の中でただただ必死に戦ったことを今
でも鮮明に覚えています。初戦は２回戦から出場し、無我夢中で戦いまし
た。結果的には、準々決勝で敗退し、上位に進むことはできませんでした。
しかし、「入賞」という形で天皇杯獲得に向けた長野県の競技別得点に少
しでも貢献できたことが嬉しくて、ここまでサポートや声援をいただいた
方々、協会関係者の皆さんに感謝の気持ちでいっぱいでした。ただ、今こ
の年齢になって振り返ってみると、長野国体に一選手として参加した自分

自身は、あまりにも自分本位でとてもちっぽけな存在でした。地域の皆さんや大会に携わった関係者、
協会関係者の方々のご努力や熱意に支えられていたことを知る由もなかったんだなあと痛感しております。
　競技者を終えてからは、中学校に勤務しているため直接レスリングの指導に関わることができず、
協会の方々にご迷惑をおかけしていることをお詫び申し上げます。
　来る2028年に「第82回長野国民体育大会」の開催が決まり、ただ選手として参加した前回大会とは
違い、自分自身にも競技全般の運営や選手強化、県内へのレスリング競技の普及などに携わっていく
ことが求められます。
　コロナ禍になり今まで当たり前であった日常がなくなり、あたりまえに出来ていたことが制限や中
止せざるをえなかったりと思うようにならない現在。スポーツの世界も同様で、練習に制限がかかっ
たり、大会も中止や延期が常態化し、学校現場に身を置く私にとっても、生徒たちが本来求めている
体を動かす歓びや達成感が得られなかったり、大会に向けて日々頑張ってきた努力が報われず、一瞬
（とき）だけが過ぎていくなかで、悶々と過ごしている生徒にどう応えていったらよいのか、悩める
日々を送っています。この先がまだ見通せない状況ではありますが、今できることを粛々と行い「第
82回長野国民体育大会」の開催に向け自分なりに準備をしていきたいと考えています。今までの恩返
しの意味も含めて！

第33回
長野国体の思い出
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古豪復活から新たな歴史へ
小諸商業高校レスリング部　小林　奎太

　小諸商業高校レスリング部は1965年（昭和40年）に私の祖父である故・小林靖が同好会からスター
トし、現在に至るまで歴史を重ねてきました。その中で、長野県レスリング協会の中にも多くの卒業
生が在籍しています。また、学校の指導者として前・長野県レスリング協会会長小林哲夫先生や、大
池毅先生、中嶋則行先生、井出真一先生と名将を輩出し、各校の監督としてご活躍され、全国で戦え
るような数多くの選手を育成し、長野県レスリングの発展に力を注いでこられました。
　このように歴史のあるレスリング部ですが、一時部員が減少し、廃部に追い込まれるという事態に
直面しました。しかし、2014年（平成26年）に本校の卒業生であり現・長野県レスリング協会会長、
中嶋則行先生がレスリング部の再興にご尽力され、見事に復活を遂げることとなり、20年ぶりに北信
越大会出場や全国高校総体・国民体育大会３位の選手を輩出されました。そして私が中嶋先生より部
を引き継いで３年が経ちました。
　今年度の戦績ですが、部員数は少ないものの、全国高校総体に２名が出場、コロナの余波で中止に
なってしまった三重国体にも２名が出場予定でした。北信越新人戦においても２名が出場し、優勝１
名、３位１名となり、全国選抜大会への出場権を獲得しました。また、今年度の卒業生２名は、大学
に進学してもレスリングを続けていきたいと熱い思いを持ち、新天地へと羽ばたくこととなりまし
た。諸先輩方が培われてきたレスリング魂は今もなお、脈々と引き継がれております。
　歴史と伝統のあるレスリング部も昨今の少子化の煽りを受け、高校再編の対象となり2026年（令和
８年）に小諸高校と統合し、小諸新校として新たなスタートを切ることが決まっています。小諸と小
諸商業、両校の歴史と伝統を継承しつつ、新たな一歩を踏み出せるように、今まで多くの先輩方が築
いてこられた小諸商業高校レスリング部の伝統を守りながら、常に攻めの姿勢を崩さず邁進していく
所存です。
　今後とも小諸商業高校レスリング部の活動に対してご協力をお願いするとともに、諸先輩方のご健
康とますますのご活躍を祈念いたしまして、結びの言葉に代えさせていただきます。

　・小諸高校、小諸商業高校の統合2026年（令和８年）

高校レスリング部
紹　介

川井梨紗子さんなど、たくさんのオリンピックメダリストと一緒に日々練習をしていました。大学
４年生の時に私はレスリング部の副キャプテンになり、高校１年生からオリンピックでメダルを獲
得するような社会人選手まで各世代合わせて30人以上の練習メニューをキャプテンとともに考え、
引っ張っていました。サーキットやインターバルなどの厳しい場面ではチームのみんなが「ファイ
トー！」や「ここを皆で乗り切るぞ！」などと声を発して盛り上げることでつらい状況を乗り越えて
きました。そうした一人一人の頑張りのおかげでチーム全体としての成績を残すことが出来たと思っ
ています。
　現在は長野県の小諸高校で講師をしながらレスリングを指導しています。今までレスリングを指導
する経験がなかった上、コロナ禍ということもあり、試合が中止になってしまったり、思うように練
習ができなかったりと選手がモチベーションを保つ
ことすら難しい状況にあります。ですが、私の経験
を生かし一人一人の頑張りがチームの力になるとい
うことを伝え、選手を励まし、支えていきたいと考
えています。
　微力ではありますが、長野県レスリングの普及・
発展に努めて参りますので、今後とも宜しくお願い
致します。 Ｕ23世界選手権　表彰式
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編集
 後記
編集
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　長野県レスリング50周年誌に掲載された故小林靖先生の寄稿文が心に残っています。
　戦後の焼け野原の中、大学で出会ったレスリングがいかに希望であったか。長野県
にレスリングを根付かせるための道筋。レスリングへの熱い想いを感じさせるメッ
セージでした。
　先人たちが種をまき、先輩方が育ててきたレスリングへの想い。その想いを受け継
ぎ、未来へとつなげていければと思います。

「握　手」「握　手」 北佐久農業高等学校ＯＢ　大井　将憲（防衛大学レスリング部監督）
（陸上自衛官：松本駐屯地勤務　令和４年４月～）

　レスリングの選手はいったいどれだけの握手をするのだろうか？
　日々の練習、試合の都度。それこそ数えきれない。

三つの「握手」
①「大井、やったじゃねえか！」
　見たことのないくらいの笑顔の中嶋先生と握手をした。北佐久農業高校三年、秋の国体「優勝」直
後の出来事である。先生のその手は興奮で汗ばんでおり、目は涙ぐんでいたかもしれない。続いて小
林哲夫先生・長野県選手の皆と「握手」した。祝福が握った手を通して伝わってきた。うれしかった。
いままでの苦しかった思い出など吹っ飛んでしまい、この上ない達成感を味わった。自衛官となった
今でも、「諦めずに頑張れば、必ず成果はでる。」と思っている。この時の握手のおかげだ。
②「吉澤君、お疲れ様！」
　平成26年９月27日、御岳山が噴火した。数日後の山頂で消防署に勤めている吉澤剛君と会い声をか
けた。吉澤君は、上田西高校ＯＢで拓殖大学の後輩。大学時代ともに練習し、よく飲みに行った仲だ。
まさか災害派遣の現場で会うとは思いもしなかった。要救助者がいる緊迫した場面で、無駄のない動
きをする後輩の姿に、私はピンと背筋を伸ばした。
　「よし、やるぞ！」と、心の中で吉澤君と「握手」をした。命を救う現場で働く消防隊員を見て、
私の士気は高まった。
③「たくましくなったね！」と迎えたい。
　平成31年３月から防衛大学校の職員として三年間勤務し、二年半ほど、監督としてレスリング部の
活動に携わった。学生の中で、高校時代にレスリングを経験した学生は一名。他は柔道やサッカー、
生徒会長や帰宅部もいた。強くなりたいと入部した彼（彼女）らは将来、自衛隊の幹部として日本の
安全を担う立場になる。そんな彼らに何を伝えるか？レスリングの経験はどう生きてくるのか。コロ
ナ禍の中、様々なことを考えた。
　「今」ではなく、数年後に私の上司となるかもしれない彼らと一緒に勤務できることを楽しみにし
ている。その時、「熱い握手」で彼（彼女）らを迎え、そして部下として支えたいと思っている。

　ここ、長野で育った者として、いつまでも胸を張って「握手」ができ
る姿でありたいと思う。

【大井将憲　主な戦歴】
○国民体育大会
・1993（Ｈ５）年　徳島国体
　少年Ｇ68㎏級　準優勝
・1994（Ｈ６）年　愛知国体
　少年Ｇ68㎏級　優勝
・1996（Ｈ８）年　広島国体
　成年Ｇ69㎏級　準優勝
・1997（Ｈ９）年　大阪国体
　成年Ｇ69㎏級　３位
・1998（Ｈ10）年　神奈川国体
　成年Ｇ69㎏級　３位
・2000（Ｈ12）年　富山国体
　成年Ｇ69㎏級　優勝

・2001（Ｈ13）年　宮城国体
　成年Ｇ69㎏級　準優勝

○全日本選手権大会
　・1997（Ｈ９）年　Ｇ69㎏級　準優勝
　・1999（Ｈ11）年　Ｇ69㎏級　準優勝
　・2001（Ｈ13）年　Ｇ69㎏級　準優勝
　・2002（Ｈ14）年　Ｇ66㎏級　準優勝
　・2003（Ｈ15）年　Ｇ66㎏級　３位

○全日本選抜大会
　・2000（Ｈ12）年　G69㎏級　優勝

北農初　国体優勝（平成６年）
８期生　大井将憲
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